
花
笠
文
京
年
譜
稿
（
上
）

木
 
 
越
 
 
俊
 
 
介

 
Q
つ
げ
＝
口
。
ゆ
口
匠
①
囚
H
O
O
Q
っ
＝
一

は
じ
め
に

 
幕
末
期
に
活
動
し
た
狂
言
作
者
兼
戯
作
者
・
花
笠
文
京
に
つ
い
て
、
稿
者
は
こ

れ
ま
で
「
”
代
作
屋
大
作
”
花
笠
文
京
の
執
筆
活
動
に
つ
い
て
」
（
『
近
世
文
芸
』
6
9

号
、
一
九
九
九
・
一
）
、
「
花
笠
文
京
と
劇
界
」
（
『
芸
能
史
研
究
』
二
号
、
一
九
九

九
・
七
）
に
お
い
て
伝
記
的
事
項
や
執
筆
活
動
と
そ
の
特
色
を
ま
と
め
た
。

 
本
稿
は
そ
の
後
の
調
査
を
踏
ま
え
、
前
掲
稿
に
対
す
る
補
正
、
補
訂
な
ど
も
含

め
た
文
京
の
生
涯
と
そ
の
活
動
の
総
体
を
年
譜
形
式
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

天
明
五
年
乙
巳
（
一
七
八
五
・
一
歳
）

◇
東
条
黙
斎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
（
碑
文
に
記
載
さ
れ
る
没
年
よ
り
逆
算
。

 
父
の
名
に
つ
い
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
「
東
條
土
台
伝
記
資
料
放

 
（
上
）
（
下
）
」
〈
『
年
報
』
第
7
、
1
0
号
、
一
九
八
八
・
三
、
一
九
九
一
・
三
、

 
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
〉
に
よ
っ
た
）
。

 
※
こ
の
後
、
い
ず
れ
か
の
年
に
四
世
鶴
屋
南
北
の
も
と
に
弟
子
入
り
。
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文
化
八
年
辛
未
（
一
八
＝
・
二
十
七
歳
）

 
 
凡
例

、
◆
は
文
京
自
身
の
著
作
や
芝
居
へ
の
出
勤
、
◇
は
他
人
へ
寄
せ
た
序
践
や
関

連
事
項
を
示
す
。

、
芝
居
の
出
勤
に
関
し
て
は
、
「
鶴
屋
南
北
作
者
年
表
」
（
『
鶴
屋
南
北
全
集
』

1
2
、
一
九
七
四
、
三
一
書
房
）
に
拠
っ
た
。

、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
事
実
に
基
づ
き
作
成
し
た
が
、
特
に
天
保
以
降
の

芝
居
の
出
勤
状
況
に
つ
い
て
は
未
詳
な
点
が
多
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

、
合
巻
作
品
に
つ
い
て
は
、
作
中
の
主
要
人
物
の
う
ち
役
者
似
顔
が
判
明
し
た

も
の
を
各
項
目
末
尾
に
掲
げ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
つ
く
し
ま
ゆ
き
の
み
て
ぐ
ら

◆
十
一
月
、
市
村
座
『
厳
島
雪
官
幣
』
他
。

 
※
狂
言
作
者
と
し
て
の
「
花
笠
魯
助
」
の
名
が
初
め
て
確
認
さ
れ
、

 
本
年
の
こ
と
と
見
ら
れ
る
。

文
化
九
年
壬
申
（
一
八
一
二
・
二
十
八
歳
）

◆
一
月
、
市
村
座

◆
三
月
、
市
村
座

は
つ
わ
か
な
は
る
つ
げ
そ
が

『
初
婚
鶯
曽
我
』
他
。

す
が
た
の
は
な
あ
づ
ま
の
だ
て
ぞ
め

『
姿
花
江
戸
伊
達
染
』
他
。

初
出
勤
は
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◆
十
一
月
、
森
田
座

ゆ
き
も
よ
し
の
き
ご
と
の
か
ほ
み
せ

『
雪
芳
野
来
人
給
鏡
』
他
。

文
化
十
年
癸
酉
（
一
八
＝
二
・
二
十
九
歳
）

 
 
 
 
 
 
 
 
し
き
せ
も
の
ぞ
が
の
だ
て
ぞ
め

◆
一
月
目
森
田
座
『
例
服
曽
我
伊
達
染
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
め
ひ
さ
ま
つ
う
き
な
の
よ
み
う
り

◆
三
月
、
森
田
座
『
お
染
久
松
色
讃
販
』
他
。

 
※
天
保
二
年
刊
『
於
染
久
松
色
読
販
』
の
文
京
序
で
、

 
い
る
（
↓
天
保
二
年
の
項
参
照
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
は
ま
の
ま
さ
ご
か
ぶ
き
の
ゑ
ざ
う
し

◆
四
月
、
森
田
座
『
濱
真
砂
劇
場
絵
本
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
ん
た
く
ば
な
し

◆
六
・
八
月
、
森
田
座
『
尾
上
松
緑
洗
濯
談
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
お
と
こ
い
っ
ぴ
き
い
き
ち
の
や
す
う
り

◆
九
月
、
森
田
座
『
男
一
疋
達
引
安
費
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
ひ
み
き
つ
な
ぎ
む
ま

◆
十
一
月
、
森
田
座
『
御
贔
屓
繋
馬
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
ど
り
は
し
ま
た
の
か
ほ
み
せ

◆
閏
十
一
月
、
森
田
座
『
戻
橋
片
顔
鏡
』
他
。

文
化
十
一
年
甲
戌
（
一
八
一
四
・
三
十
歳
）

 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
た
っ
て
ふ
て
ふ
よ
そ
ほ
ひ
そ
が

◆
一
月
、
森
田
座
『
双
蝶
同
假
粧
曽
我
』
他
。

 
※
こ
の
間
、
他
に
出
勤
あ
る
か
、
未
詳
。

こ
の
当
時
を
回
想
し
て

文
化
十
四
年
丁
丑
（
一
八
一
七
・
三
十
三
歳
）

◆
十
一
月
、
都
座

む
ろ
の
う
め
は
う
ぐ
わ
ん
び
み
き

『
恵
咲
梅
判
官
贔
屓
』
他
。

文
化
十
五
年
（
文
政
元
年
）
戊
寅
（
一
八
一
八
二
二
十
四
歳
）

 
 
 
 
 
 
 
そ
が
き
や
う
だ
い
お
も
ひ
の
は
り
ゆ
み

◆
二
月
、
都
座
『
曽
我
梅
菊
念
力
彊
』
他
。

◇
三
月
、
中
村
芝
翫
著
『
歌
舞
伎
雑
談
』
に
蹟
す

（『

ｱ
日
本
随
筆
大
成
』
9
〈
吉

 
川
弘
文
館
、
一
九
八
○
〉
に
翻
刻
が
そ
な
わ
る
）
。

 
 
 
後
叙

 
欲
レ
雨
雨
弗
レ
果
徒
昏
未
午
天
と
李
子
が
佳
句
の
春
蔭
、
梅
の
盛
は
と
く
過
て
、

 
桜
の
う
は
さ
を
咄
に
聞
き
、
花
を
見
る
さ
へ
ま
〉
な
ら
ぬ
、
我
生
業
の
い
そ
が

 
し
さ
。
下
手
の
画
き
し
人
丸
歎
、
板
木
師
な
ん
ど
見
る
や
う
に
、
年
中
机
に
む

 
か
へ
ど
も
、
述
て
作
ら
ぬ
本
文
を
、
せ
う
事
な
し
に
守
る
の
も
、
戯
場
は
例
の

 
別
世
界
、
ヤ
レ
顔
見
せ
よ
春
狂
言
と
、
あ
と
の
替
り
に
お
ひ
た
て
ら
れ
、
あ
け

 
し
い
間
は
な
い
折
か
ら
、
扉
を
敲
て
訪
来
る
は
、
双
鶴
堂
の
主
人
也
。
懐
中
よ

 
り
一
小
冊
を
と
り
出
し
、
速
に
校
せ
よ
と
い
ふ
。
予
読
事
半
に
し
て
、
大
に
歎

 
じ
、
常
に
親
し
む
俳
優
に
、
か
〉
る
著
述
の
あ
ら
む
と
は
し
ら
ぬ
燈
壷
も
と
く

 
ら
く
、
挑
灯
持
の
行
澄
、
自
心
に
恥
入
て
、
役
者
な
が
ら
も
筆
ま
め
に
時
々
著

 
述
の
あ
る
中
に
、
お
こ
が
ま
し
く
も
作
者
の
は
し
く
れ
、
あ
た
ら
月
日
を
徒
に
、

 
何
の
案
も
な
い
せ
う
く
橡
の
下
の
力
持
を
辻
打
の
鳴
物
に
て
、
楽
屋
で
声
の

 
か
れ
是
と
、
尻
馬
な
ら
ぬ
や
じ
馬
の
、
其
跡
足
の
定
役
に
も
、
お
よ
ぼ
ず
な
が

 
ら
倉
卒
の
校
合
つ
い
で
、
漫
に
誌
す
。

 
 
 
戊
寅
三
月
上
涜
 
花
笠
文
京
［
文
京
］

◆
五
月
、
都
座
『
松
竹
梅
東
鑑
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
て
ん
わ
う
う
ぶ
ゆ
の
た
ま
が
わ

◆
十
一
月
、
玉
川
座
『
四
天
王
産
湯
玉
川
』
他
。

文
政
二
年
己
卯
（
一
八
一
九
・
三
十
五
歳
）

eeeee七五四三一
月月月月月N   N   N   X   N

玉玉玉玉玉
川川川川川
座座三座座

『
恵
方
曽
我
万
吉
原
』
他
。

や
よ
ひ
の
は
な
せ
ん
に
ん
か
ぷ
ろ

『
病
花
千
人
禿
』
他
。

『
假
名
手
本
忠
臣
蔵
』
他
。

『
梅
柳
若
葉
加
賀
染
』
他
。

て
ふ
も
ひ
よ
く
や
ま
ざ
き
お
ど
り

『
蝶
鵜
山
崎
踊
』
他
。
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花笠文京年譜稿（上）

文
政
三
年
庚
辰
（
一
八
二
〇
・
三
十
六
歳
）

◆
十
一
月
、
河
原
崎
座

 
 
 
 
む
め
の
み
て
ぐ
ら

『
伊
勢
平
氏
額
英
幣
』
他
。

文
政
四
年
辛
巳
（
一
八
二
一
・
三
十
七
歳
）

◆
春
、
春
本
『
筑
紫
琴
』
第
一
、
二
巻
を
「
曲
取
主
人
」
（
二
代
目
）
名
義
で
刊

 
行
。
本
書
は
『
国
書
総
目
録
』
に
花
笠
外
史
（
文
京
）
の
著
作
と
し
て
項
目
が

 
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
日
本
艶
本
目
録
（
未
定
稿
）
に
よ
る
」
と
さ
れ
て

 
お
り
、
稿
者
は
原
本
未
見
。
た
だ
、
林
美
一
氏
『
艶
本
江
戸
文
学
史
』
（
河
出
文

 
庫
、
一
九
九
一
・
原
書
『
艶
本
江
戸
文
学
史
』
有
光
書
房
、
一
九
五
四
）
に
「
最

 
も
よ
く
江
戸
読
本
の
ス
タ
イ
ル
を
備
え
た
艶
本
作
品
」
の
一
つ
と
し
て
一
部
が

 
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
該
書
か
ら
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。

 
 
 
特
に
「
筑
紫
琴
」
は
冊
数
ま
で
読
本
の
基
本
冊
数
で
あ
る
一
編
五
冊
を
ま

 
 
も
っ
て
い
る
。
作
者
の
曲
取
山
人
は
先
に
あ
げ
た
『
懸
の
や
つ
ふ
ち
』
の
作

 
 
者
・
曲
取
主
人
と
同
一
人
だ
が
、
こ
れ
は
二
代
目
で
、
戯
作
者
の
花
笠
文
京

 
 
の
年
号
で
あ
る
。
初
代
は
も
ち
ろ
ん
、
号
の
酷
似
か
ら
も
想
像
が
つ
く
通
り
、

 
 
「
八
犬
傳
」
の
作
者
・
曲
亭
主
人
ご
と
曲
亭
馬
琴
で
あ
る
。
た
だ
し
本
書
巻

 
 
一
の
見
返
し
に
は
「
居
取
主
人
酔
中
編
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
巻
五
の
奥
付

 
 
に
は
、
一
・
二
・
三
巻
が
竿
取
主
人
著
で
、
四
・
五
の
巻
は
大
鼻
山
人
著
と

 
 
な
っ
て
い
る
。
大
鼻
山
人
と
は
（
略
）
鼻
山
人
の
隠
号
で
あ
る
。
ま
た
画
者

 
 
の
淫
乱
斎
白
水
は
、
（
略
）
漢
斎
英
泉
で
あ
る
。
（
略
）
著
者
の
曲
取
主
人
が
、

 
 
ど
の
程
度
中
国
文
学
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
本
書
は
右
の

 
 
『
西
廟
記
』
（
こ
の
直
前
に
梗
概
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
1
引
用
者
注
）
の
他
、

 
 
中
国
の
艶
笑
本
に
見
ら
れ
る
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
淫
楽
生
活
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、

 
 
重
氏
に
お
き
か
え
て
色
々
と
取
入
れ
て
い
る
。
（
略
）
こ
れ
を
並
木
宗
輔
作
の

 
 
浄
瑠
璃
『
苅
萱
桑
門
築
紫
韓
』
を
経
糸
に
し
て
一
編
の
読
本
と
し
て
構
成
し

 
 
て
い
る
。
本
書
の
書
名
『
簸
筑
紫
琴
』
は
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
。

◆
一
月
、
河
原
崎
座
『
三
賀
荘
曽
我
嶋
毫
』
他
。

◆
三
月
、
河
原
崎
座
『
三
賀
荘
曽
我
嶋
壷
』
他
。

◆
五
月
、
河
原
崎
座
『
敵
討
櫓
太
鼓
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ま
も
の
ま
へ
く
も
る
の
は
れ
ぎ
ぬ

◆
七
月
、
河
原
崎
座
『
玉
藻
前
御
園
夏
服
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
く
の
ゑ
ん
つ
き
の
し
ら
な
み

◆
九
月
、
河
原
崎
座
『
菊
宴
月
白
浪
』
他
。

◆
十
一
月
、
河
原
崎
座
『
妹
背
山
眺
望
千
本
』
他
。

文
政
五
年
壬
午
（
一
八
二
二
・
三
十
八
歳
）

 
 
 
 
た
ま
も
の
ま
へ
け
し
や
う
の
す
が
た
み

◆
合
巻
『
玉
藻
愚
計
赦
姿
見
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
扇
舎
梅
幸
（
1
1
尾
上
菊
五
郎
）
、
〈
画
工
〉
歌
川
国
次
、
〈
板
元
〉
伊
藤
与

 
兵
衛

 
※
文
政
四
年
七
月
十
七
日
か
ら
河
原
崎
座
で
上
演
さ
れ
た
『
玉
藻
前
御
園
公
服
』

 
の
正
本
写
。
本
作
に
つ
い
て
は
佐
藤
悟
氏
に
よ
る
影
印
・
解
題
が
『
実
践
国
文

 
学
』
3
4
（
一
九
八
八
・
一
〇
）
、
翻
刻
が
同
3
5
（
一
九
八
九
・
三
）
に
備
わ
る
。

 
以
下
、
本
作
に
つ
い
て
の
役
者
似
顔
に
関
し
て
は
、
佐
藤
氏
の
指
摘
に
よ
る
も

 
の
で
あ
る
。

 
 
玉
藻
の
前
1
1
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
、
蓮
華
坊
1
1
二
代
目
関
三
十
郎
、
那
須
宗

 
 
重
が
妻
藻
女
・
非
人
お
さ
き
1
1
二
代
目
中
村
太
吉
、
衛
士
又
五
郎
・
小
女
郎

 
 
兄
事
兵
衛
目
初
代
嵐
冠
十
郎
（
以
下
略
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ど
り
の
は
な
は
る
つ
げ
そ
が

◆
一
月
、
河
原
崎
座
『
松
梅
鶯
曽
我
』
他
。

◆
二
月
、
河
原
崎
座
『
韻
士
偉
勲
礎
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
ん
が

◆
四
月
、
河
原
崎
座
『
遅
櫻
愛
宕
韻
』
他
。

◆
七
月
、
河
原
崎
座
『
霊
験
亀
山
鉾
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
わ
も
の
あ
ま
じ
わ
り

◆
十
一
月
、
市
村
座
『
御
贔
屓
竹
馬
友
達
』
他
。
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文
政
六
年
癸
未
（
一
八
二
三
・
三
十
九
歳
）

 
 
 
 
 
む
す
び
あ
ふ
え
ん
の
い
ろ
い
と

◆
合
巻
『
繍
箆
結
合
縁
色
綜
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
尾
上
菊
五
郎
、
〈
画
工
〉
歌
川
国
貞
・
歌
川
国
丸
、
〈
板
元
〉
山
口
屋
藤

 
兵
衛
権
八
・
小
紫
も
の
、
他
「
本
町
二
丁
目
」
の
世
界
。

 
 
白
井
権
八
（
お
祭
り
小
僧
左
七
）
1
1
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
、
絹
糸
屋
弥
市
⊥
二

 
 
代
目
坂
東
三
津
五
郎
、
小
糸
H
二
代
目
岩
井
粂
三
郎
、
汐
時
九
郎
兵
衛
1
1
五

 
 
代
目
松
本
幸
四
郎
、
本
庄
綱
五
郎
1
1
七
代
目
市
川
団
十
郎
、
小
紫
1
1
五
代
目

 
 
岩
井
半
四
郎
、
お
房
1
1
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
。

 
 
 
 
あ
だ
な
え
に
し
む
す
ぶ
の
か
み
ち

◆
合
巻
『
仇
縁
誓
紙
治
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
扇
舎
梅
幸
（
尾
上
菊
五
郎
）
、
〈
画
工
〉
歌
川
豊
国
、
〈
板
元
〉
丸
屋
甚
八

 
梅
川
・
忠
兵
衛
も
の
。

 
 
野
風
亀
蔵
（
亀
屋
忠
兵
衛
）
⊥
二
代
目
尾
上
菊
五
郎
、
梅
川
口
五
代
目
岩
井
半

 
 
四
郎
、
お
す
わ
1
1
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
、
田
宮
次
兵
衛
元
春
⊥
二
代
目
坂
東

 
 
三
津
五
郎
、
小
春
口
二
代
目
岩
井
粂
三
郎
、
紀
伊
国
屋
次
右
衛
門
1
1
五
代
目

 
 
松
本
幸
四
郎
、
忠
三
郎
”
七
代
目
市
川
団
十
郎
。

◆
一
月
、
市
村
座
『
八
重
霞
曽
我
組
練
』
他
。

◆
三
月
、
市
村
座
『
浮
世
柄
比
翼
稲
妻
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
と
り
ま
ぜ
て
せ
き
そ
ん
み
や
げ

◆
七
月
、
市
村
座
『
慢
雑
石
尊
儘
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
ま
た
や
ま
は
な
の
や
ま
が
つ

◆
十
一
月
、
市
村
座
『
大
和
大
和
花
山
樵
』
他
。

文
政
七
年
甲
申
（
一
八
二
四
・
四
十
歳
）

 
 
 
 
は
っ
た
よ
り
く
る
わ
の
こ
と
っ
て

◆
合
巻
『
初
便
廓
言
伝
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
尾
上
梅
幸
（
菊
五
郎
）
、
〈
画
工
〉
歌
川
豊
国
、
〈
板
元
〉
丸
屋
甚
八

 
 
 
 
 
 
あ
だ
な
え
に
し
む
す
ぶ
の
か
み
ち

 
※
前
年
刊
『
仇
縁
誓
紙
治
』
の
続
編
。
梅
川
・
忠
兵
衛
も
の
。

 
 
梅
川
1
1
五
代
目
岩
井
半
四
郎
、
お
す
わ
H
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
、
小
春
一
1
二

 
 
代
目
岩
井
粂
三
郎
な
ど
（
以
下
略
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね
ざ
し
の
ふ
じ
か
ね

◆
一
月
、
市
村
座
『
假
名
曽
我
當
蓬
莱
』
他
。

 
 
 
 
 
 
 
ぼ
た
ん
に
て
う
は
つ
が
ふ
み
ば
こ

◆
三
月
、
市
村
座
『
牡
丹
蝶
初
筐
』
他
。

◆
五
月
、
市
村
座
『
給
油
合
法
衙
』
他
。

◆
八
月
、
市
村
座
『
妹
背
山
夫
婦
庭
訓
』
他
。

◇
二
世
南
仙
笑
楚
満
人
作
・
人
情
本
『
袷
妻
雪
古
手
屋
』
初
編
に
序
、
後
編
下
の

 
巻
に
践
を
寄
せ
る
。

 
 
（
初
編
序
）

 
 
叙
言

 
 
明
烏
後
の
正
夢
吉
兆
を
得
て
。
発
党
の
期
を
い
そ
ぎ
。
軒
並
昔
八
丈
。
む
か

 
 
し
に
か
は
ら
ぬ
著
述
の
繁
昌
。
軒
を
な
ら
べ
て
書
下
ぐ
。
向
三
軒
両
隣
。
か

 
 
く
さ
へ
あ
た
り
物
の
本
。
當
時
繭
出
の
楚
満
人
な
る
も
の
。
書
の
林
に
斧
を

 
 
入
て
。
伐
木
の
声
丁
々
と
。
四
方
の
山
々
餌
し
て
。
響
に
慮
ず
る
稿
本
も
。

 
 
し
げ
き
言
の
葉
掻
集
め
。
落
葉
に
あ
ら
ぬ
雪
の
古
墨
埜
。
ふ
る
異
な
趣
向
も

 
 
あ
た
ら
し
く
。
仕
立
あ
げ
た
る
重
妻
。
裾
先
揃
ふ
小
袖
の
裾
に
。
仕
着
麻
を

 
 
と
り
て
め
せ
と
い
ふ
。

 
 
 
 
癸
未
／
仲
夏
／
花
笠
外
史
［
印
］

 
 
 
 
晋
米
斎
玉
粒
画
［
印
］

 
 
（
後
編
下
之
巻
）

 
 
 
践

 
 
こ
は
い
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね
り
や
く

 
 
口
伎
の
愛
敬
に
て
歯
磨
を
費
。
大
太
刀
を
抜
て
園
丹
を
弘
む
。
馬
を
呑
放
下
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
な

 
 
重
き
を
鉤
る
伝
受
。
手
拭
の
蛇
。
能
人
の
足
を
止
む
と
か
や
。
さ
れ
ば
放
鰻

 
 
ぎ

 
 
鰻
を
商
ひ
な
が
ら
。
網
を
す
く
爺
あ
れ
ば
。
耳
に
は
珠
数
を
掛
て
る
て
。
蛤

 
 
を
む
く
婆
も
有
。
地
獄
天
道
過
去
現
世
。
岐
路
か
け
て
の
世
営
に
。
や
ら
ず

 
 
脱
さ
ぬ
書
林
の
裡
に
。
遠
は
浪
華
の
八
文
字
屋
自
製
。
近
は
江
戸
の
耕
無
情

 
 
唐
丸
な
り
。
自
著
述
を
梓
愉
し
て
。
年
毎
に
利
潤
せ
り
。
愛
に
二
代
の
南
仙
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笑
楚
満
人
な
る
者
。
表
向
は
書
騨
の
越
長
。
内
職
は
作
者
の
二
役
。
好
こ
そ

物
の
常
な
り
に
。
昼
は
終
日
世
利
に
走
り
。
夜
は
燈
下
に
机
と
首
曳
。
そ
の

 
 
 
 
げ
き

上
根
に
て
戯
作
を
。
や
っ
て
見
る
気
は
中
々
に
。
ど
う
し
て
な
ど
〉
固
辞
で

乗
ず
。
情
世
間
を
見
渡
ば
。
角
兵
衛
獅
子
の
鈍
さ
へ
。
軽
業
の
新
手
を
工
夫

し
。
何
某
精
舎
の
建
立
に
。
鶏
の
ま
ね
す
る
法
師
の
機
転
。
押
手
の
強
い
が

当
時
の
流
行
。
寄
々
怒
話
尊
者
の
羅
漢
ま
は
し
。
さ
て
其
次
の
羅
貫
沖
。
稗

史
作
者
の
面
倒
な
る
も
。
四
望
伎
作
者
の
無
造
作
な
る
に
は
如
ざ
る
べ
し
。

枕
を
砕
た
せ
り
ふ
さ
へ
。
初
日
に
は
う
ろ
覚
。
二
日
目
は
丸
で
忘
れ
。
又
三

日
め
は
飛
で
不
言
。
遂
そ
れ
な
り
に
脱
し
て
も
。
入
木
を
す
る
世
話
も
な
く
。

校
合
す
る
煩
な
し
と
。
狂
言
綺
語
に
執
成
て
。
前
に
発
行
せ
し
お
妻
八
郎
兵

衛
が
情
史
の
一
編
。
幸
に
も
て
は
や
さ
れ
。
今
後
秩
三
冊
稿
成
て
予
に
投
ず
。

一
枚
畢
て
嘆
て
日
。
読
本
で
な
く
歯
舞
伎
に
あ
ら
ず
。
原
来
一
家
の
文
体
は
。

楚
満
一
流
の
深
山
の
桜
。
花
を
咲
せ
て
数
回
も
。
亦
や
き
直
す
肖
像
の
陶
盃
。

丸
く
納
て
し
っ
く
り
と
。
合
し
か
ひ
の
蛤
に
。
筋
の
通
り
し
鰻
谷
。
前
後
績

て
一
覧
の
上
。
高
評
を
給
へ
か
し
。

文
政
七
年
甲
申
の
夏
日
深
川
仲
町
何
某
の
楼
上
に
暑
を
避
て
／
花
笠
文
京
戯

誌
［
狂
言
作
者
］

文
政
八
年
乙
酉
（
一
八
二
五
・
四
十
一
歳
）

 
 
 
 
は
や
り
う
た
が
わ
ふ
ね
の
つ
れ
び
き

◆
合
巻
『
流
行
歌
川
船
合
奏
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
尾
上
梅
幸
（
菊
五
郎
）
、
〈
画
工
〉
歌
川
国
貞
、
〈
板
元
〉
丸
屋
甚
八

 
お
亀
与
兵
衛
も
の
。

 
 
与
甚
兵
衛
⊥
二
代
目
尾
上
菊
五
郎
、
お
亀
1
1
五
代
目
岩
井
半
四
郎
、
小
八
1
1

 
 
五
代
目
松
本
幸
四
郎
、
枡
屋
⊥
二
代
目
坂
東
三
津
五
郎
、
藤
九
郎
1
1
二
代
目

 
 
坂
東
彦
左
衛
門
。

◇
冬
、
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
と
と
も
に
上
方
へ
行
く
。

文
政
九
年
丙
戌
（
一
八
二
六
・
四
十
二
歳
）

◆
合
巻
『
尾
上
松
緑
百
物
語
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
尾
上
菊
五
郎
、
〈
画
工
V
二
世
歌
川
豊
国
（
ー
ウ
・
2
オ
の
み
初
代
歌
川

 
豊
国
）
、
〈
板
元
〉
鶴
屋
喜
右
衛
門

 
※
「
因
縁
に
つ
な
が
る
長
縄
の
漁
船
は
な
ま
ぐ
さ
い
中
の
小
は
だ
小
平
次
が
弁
」

 
「
遠
州
に
た
よ
り
を
旨
し
源
太
郎
が
拾
ひ
金
に
せ
ま
い
心
の
車
寺
の
弁
」
「
奥
州

 
に
聞
へ
た
る
篭
原
長
者
が
て
ん
か
ん
や
み
の
本
妻
が
あ
ぶ
く
ま
川
の
弁
」
「
傾
城

 
の
心
の
底
は
つ
め
た
い
井
戸
の
車
め
ぐ
り
来
る
千
里
が
弁
」
「
近
藤
悟
八
が
む
り

 
所
望
の
妾
に
女
郎
買
の
ぬ
か
み
そ
お
た
つ
が
弁
」
の
五
話
の
怪
談
話
か
ら
な
る
。

 
 
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
、
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
、
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
、
二

 
 
代
目
坂
東
彦
左
衛
門
な
ど
の
似
顔
使
用
。
配
役
は
略
す
。

 
 
 
 
ち
こ
さ
く
ら
の
り
の
は
な
ぶ
さ

◆
合
巻
『
児
桜
法
華
房
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
尾
上
菊
五
郎
、
〈
画
工
〉
五
渡
亭
国
貞
、
〈
板
元
〉
和
泉
屋
市
兵
衛

 
「
日
蓮
上
人
」
の
世
界
。

 
 
吉
祥
丸
（
後
の
日
朗
法
師
）
1
1
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
、
四
条
河
原
の
金
吾
・
実

 
 
は
五
尺
染
五
郎
1
1
七
代
目
市
川
団
十
郎
、
東
条
左
衛
門
目
初
代
嵐
冠
十
郎
、

 
 
釜
屋
武
兵
衛
・
平
の
左
衛
門
1
1
二
代
目
坂
東
彦
左
衛
門
、
貫
名
御
台
七
里
姫
1
1

 
 
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
、
船
頭
弥
三
郎
1
1
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
、
北
条
長
時
1
1

 
 
二
代
目
関
三
十
郎
、
お
で
ん
1
1
五
代
目
岩
井
半
四
郎
、
お
杉
1
1
二
代
目
岩
井

 
 
粂
三
郎
。

 
 
 
 
 
や
ま
と
か
な
む
す
め
の
せ
き
が
き

◆
合
巻
『
締
ろ
鵬
皇
国
文
字
娘
席
書
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
尾
上
梅
幸
（
菊
五
郎
）
、
〈
画
工
〉
五
渡
亭
国
貞
、
〈
板
元
〉
丸
屋
甚
八

 
世
界
不
明
。

 
 
武
庫
十
平
次
⊥
二
代
目
尾
上
菊
五
郎
、
お
か
な
（
い
ろ
は
）
1
1
五
代
目
瀬
川
菊

 
 
之
丞
、
刀
屋
新
助
1
1
三
代
目
坂
東
三
七
五
郎
、
鮫
鞘
新
助
目
七
代
目
市
川
団
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十
郎
、
矢
八
一
1
五
代
目
松
本
幸
四
郎
、
お
正
目
五
代
目
岩
井
半
四
郎
、
お
吉
口

 
 
二
代
目
岩
井
粂
三
郎
。

◆
合
巻
『
驕
齢
四
ツ
家
怪
談
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
尾
上
梅
幸
（
菊
五
郎
）
、
〈
画
工
〉
櫛
歯
英
泉
、
〈
板
元
〉
若
狭
屋
与
一

 
※
本
書
は
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
初
演
の
翌
春
に
刊
行
さ
れ
た
正
本
写
で
、
小

 
池
章
太
郎
氏
『
鶴
屋
南
北
の
世
界
』
（
三
樹
書
房
、
一
九
八
一
）
に
翻
刻
、
解
説

 
が
あ
る
。
氏
は
台
帳
と
本
書
の
関
係
に
つ
い
て
「
草
双
紙
化
す
る
に
当
っ
て
、

 
公
刊
の
性
質
上
、
風
俗
的
な
規
制
は
板
行
の
書
籍
の
場
合
、
芝
居
よ
り
も
き
び

 
し
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
本
書
と
芝
居
台
帳
と
を
比
較
す

 
れ
ば
瞭
然
だ
が
、
た
と
え
ば
地
獄
宿
に
お
け
る
お
大
の
狼
雑
な
活
躍
や
、
三
角

 
屋
敷
に
お
け
る
直
助
・
お
袖
の
濡
れ
場
な
ど
が
、
各
所
に
朧
化
、
も
し
く
は
省

 
略
さ
れ
て
い
る
」
（
傍
点
原
文
、
以
下
同
）
と
し
、
ま
た
本
書
に
つ
い
て
は
次
の

 
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 
 
 
文
章
や
詞
は
、
当
時
の
草
双
紙
特
有
の
、
慣
習
化
さ
れ
て
い
た
七
五
調
に

 
 
近
い
整
理
が
な
さ
れ
て
い
て
、
原
作
の
も
つ
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
セ
リ
フ
の
持

 
 
味
に
は
到
底
お
よ
ば
ず
、
ま
た
、
文
京
が
上
坂
を
控
え
て
の
、
倉
卒
の
執
筆

 
 
で
あ
っ
た
た
め
か
（
序
文
に
こ
の
旨
の
記
載
が
あ
る
1
引
用
者
注
）
、
「
こ
の

 
 
女
は
大
泥
棒
だ
。
様
子
を
聞
け
ば
此
野
郎
も
、
な
に
か
賑
く
話
の
様
子
」
（
地

 
 
獄
宿
の
場
で
の
直
助
の
セ
リ
フ
）
な
ど
と
い
っ
た
、
い
さ
さ
か
や
っ
つ
け
仕

 
 
事
的
な
措
辞
の
拙
な
さ
が
、
か
い
ま
見
ら
れ
る
。

 
 
 
と
は
い
え
、
本
書
の
原
作
に
対
す
る
副
本
と
し
て
の
存
在
価
値
は
、
い
さ

 
 
さ
か
も
減
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
地
獄
宿
の
場
で
の
世
話
木
戸
に
掲
げ
ら

 
 
れ
た
灸
点
所
の
絵
看
板
の
あ
り
か
た
な
ど
に
見
ら
れ
る
絵
画
資
料
と
し
て
の

 
 
価
値
の
高
さ
は
無
論
の
こ
と
、
テ
キ
ス
ト
の
校
異
に
関
し
て
も
甚
大
な
影
響

 
 
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
い
な
い
。

 
氏
は
本
書
に
資
料
的
価
値
を
置
き
、
引
用
箇
所
の
後
に
具
体
的
な
問
題
点
を
い

 
く
つ
か
掲
出
し
て
い
る
（
そ
れ
に
つ
い
て
は
省
略
）
。
ま
た
、
高
橋
則
子
氏
は
「
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 

 
谷
怪
談
・
似
顔
象
嵌
の
合
巻
」
に
お
い
て
、
本
書
の
後
摺
本
（
外
題
『
東
街
道

 
四
ッ
家
怪
談
』
）
が
、
初
摺
の
「
登
場
人
物
の
似
顔
象
嵌
（
俗
に
雁
首
す
げ
か
え
）

 
と
、
お
岩
の
扮
装
及
び
一
部
の
場
面
の
改
変
を
行
っ
た
合
巻
」
で
あ
り
、
「
天
保

 
七
年
上
演
の
歌
舞
伎
の
役
者
を
、
似
顔
で
表
し
た
作
品
」
で
あ
る
と
報
告
し
、

 
そ
の
時
の
上
演
に
お
け
る
演
出
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
以
下
の
初
平
時

 
の
役
者
似
顔
の
確
定
も
高
橋
氏
の
指
摘
に
従
っ
た
。

 
 
神
谷
以
右
衛
門
1
1
七
代
目
市
川
団
十
郎
、
佐
藤
与
茂
七
・
お
岩
・
小
仏
小
平
1
1

 
 
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
、
直
助
の
権
兵
衛
1
1
五
代
目
松
本
幸
四
郎
、
お
も
ん
・

 
 
お
袖
口
二
代
目
岩
井
粂
三
郎
（
以
下
略
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
い
ろ
ふ
か
み
そ
ら
ね
の
ゆ
め

◇
三
月
刊
、
洒
落
本
『
色
心
狡
睡
夢
』
（
書
信
屋
高
群
臣
、
柳
園
種
春
校
訂
、
河
内

 
屋
茂
兵
衛
他
三
犀
板
）
に
落
す
（
『
洒
落
本
大
成
』
2
7
〈
中
央
公
論
社
、
一
九
八

 
七
〉
所
収
）
。
践
は
本
作
の
画
工
で
あ
る
歌
川
貞
春
の
改
名
披
露
の
口
上
で
あ
る

 
が
、
中
に
「
朋
友
の
中
に
て
も
別
懇
の
国
貞
が
弟
子
の
儀
に
ご
ざ
り
埋
れ
ば
」

 
と
あ
り
、
文
京
と
国
貞
と
の
親
交
が
窺
え
る
。
末
尾
に
「
な
に
は
津
の
梅
の
苔

 
の
か
う
ば
し
く
／
春
の
め
ぐ
み
に
名
を
や
ひ
ら
か
ん
」
と
い
う
文
京
の
歌
を
掲

 
げ
る
。
な
お
、
貞
春
と
文
京
の
口
上
の
図
が
あ
る
。

◇
十
一
月
、
梅
幸
送
別
の
句
会
を
催
す
か
（
中
之
島
図
書
館
蔵
・
貼
込
帳
『
楠
里

 
亭
其
楽
集
・
楠
里
亭
蔵
帖
』
所
収
の
案
文
、
佐
藤
悟
氏
・
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン

 
ベ
ル
氏
御
教
示
）
。

 
 
花
笠
氏
の
梅
幸
に
お
く
れ
た
り
し
は
、
は
な
ち
る
里
の
青
葉
な
ら
ず
紅
葉
の

 
 
あ
と
の
落
葉
と
共
に
こ
そ
く
と
い
な
れ
ん
も
本
意
な
ら
ず
と
、
浪
花
に
聞

 
 
え
し
君
た
ち
の
詩
寄
連
俳
を
ば
乞
う
け
て
、
故
郷
の
つ
と
に
さ
せ
ん
と
す
。

 
 
尤
俄
の
催
な
れ
ば
、
四
季
題
詠
の
う
ち
一
章
御
加
入
希
た
つ
鳥
足
の
識
ま
ぬ

 
 
が
れ
ず
と
い
へ
ど
、
始
有
て
終
な
き
梅
の
さ
ち
を
恨
と
い
ふ

 
 
 
 
 
 
戌
十
一
月
 
谷
清
好
欽
白

 
 
 
 
右
絶
入
奉
書
小
本
に
仕
候
間
引
十
七
日
ま
で
に
御
出
詠
奉
認
申
上
橘
。

 
 
同
廿
日
石
町
い
勢
屋
掬
趣
楼
に
お
み
て
麓
酒
呈
上
御
出
席
奉
願
上
候
。
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補
助
 
鴎
屋
丹
水
／
再
会
楼
万
雷
／
春
暁
斎
／
柳
園
種
春
／
倦
花
園

◇
役
者
番
付
の
広
告
と
思
わ
れ
る
一
枚
摺
が
二
点
、
『
許
多
脚
色
帖
』
二
・
四
（
『
日

 
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
1
4
会
＝
書
房
、
一
九
七
五
〉
所
収
）
に
確
認
で
き

 
る
（
神
楽
岡
幼
子
氏
御
教
示
）
。
そ
れ
ぞ
れ
、
「
圃
國
圓
昔
よ
り
の
役
割
番
附
を

 
揃
て
数
十
冊
と
い
た
し
悪
た
れ
ば
…
…
（
以
下
略
）
／
文
政
九
丙
戌
年
季
石
町

 
上
菊
五
郎
と
〉
も
に
京
都
四
条
東
芝
居
に
／
あ
る
と
き
木
屋
町
の
寓
居
に
於
て

 
自
署
の
評
判
記
の
口
調
に
倣
て
／
花
笠
魯
助
文
京
戯
作
［
文
京
］
［
狂
言
作
舎
］
」

 
「
…
…
吉
野
の
花
守
子
が
蔵
す
る
と
こ
ろ
。
新
古
狂
言
の
番
附
を
一
覧
し
て
感

 
あ
り
。
…
…
／
文
政
九
年
丙
戌
年
陽
月
／
江
戸
 
花
笠
魯
介
護
述
［
狂
言
作
舎
］

 
［
文
京
］
」
。

文
政
十
年
丁
亥
（
一
八
二
七
・
四
十
三
歳
）

 
 
 
 
し
が
の
は
る
こ
が
ね
の
さ
ゴ
な
み

◆
合
巻
『
志
賀
春
金
魚
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
市
川
三
升
（
団
十
郎
）
、
〈
画
工
〉
歌
川
国
貞
（
表
紙
の
み
）
・
北
尾
美

 
丸
、
〈
板
元
〉
山
本
平
吉
 
世
界
不
明
。

 
 
稲
の
や
半
兵
衛
・
後
の
宥
昌
法
師
⊥
二
代
目
坂
東
三
津
五
郎
、
蛍
谷
弾
正
目

 
 
五
代
目
松
本
幸
四
郎
、
近
江
粟
津
之
助
景
氏
1
1
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
、
平
野

 
 
屋
小
い
な
1
1
（
口
絵
）
二
代
目
岩
井
粂
三
郎
・
（
本
編
）
五
代
目
瀬
川
菊
之

 
 
丞
、
浮
橋
目
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
、
日
吉
近
江
之
助
恒
世
目
七
代
目
市
川
団

 
 
十
郎
。

 
 
 
 
え
だ
さ
ん
ご
き
や
う
う
ち
の
か
ん
ざ
し

◆
合
巻
『
枝
珊
瑚
京
打
笄
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
尾
上
梅
幸
（
菊
五
郎
）
、
〈
画
工
〉
歌
川
国
貞
、
〈
板
元
〉
佐
野
屋
喜
兵
衛

 
世
界
不
明
。

 
 
因
果
九
蔵
目
七
代
目
市
川
団
十
郎
、
お
百
合
1
1
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
、
求
五

 
 
郎
1
1
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
、
正
兵
衛
1
1
五
代
目
松
本
幸
四
郎
、
お
珊
1
1
五

 
 
代
目
瀬
川
菊
之
丞
、
小
万
1
1
五
代
目
岩
井
半
四
郎
、
善
兵
衛
1
1
二
代
目
関
三

 
 
十
郎
、
犬
歯
進
u
二
代
目
坂
東
彦
左
衛
門
。

 
 
 
 
す
い
た
ど
し
つ
い
の
す
げ
か
さ

◆
合
巻
『
想
合
宿
菅
笠
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
尾
上
梅
幸
（
菊
五
郎
）
、
〈
画
工
〉
二
世
歌
川
豊
国
、
〈
板
元
〉
山
本
平
吉

 
お
夏
・
清
十
郎
の
世
界
。

 
 
清
十
郎
一
1
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
、
六
三
郎
（
清
十
郎
の
変
名
、
最
終
丁
の
み
）
1
1

 
 
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
、
お
夏
H
五
代
目
岩
井
半
四
郎
、
福
島
屋
清
兵
衛
u

 
 
五
代
目
松
本
幸
四
郎
、
か
し
く
ー
ー
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
、
権
平
1
1
二
代
目
関

 
 
三
十
郎
。

◆
合
巻
『
四
ツ
家
怪
談
後
日
讃
』
刊
行
。

〈
作
者
〉
尾
上
梅
幸
（
菊
五
郎
）
、
〈
画
工
〉
渓
斎
英
泉
、
〈
板
元
〉
若
狭
屋
与
一

 
 
新
藤
九
十
郎
目
（
口
絵
）
七
代
目
市
川
団
十
郎
・
（
本
編
）
三
代
目
尾
上
菊
五

 
 
郎
、
お
か
る
・
お
花
1
1
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
。

文
政
十
一
年
戊
子
（
一
八
二
八
・
四
十
四
歳
）

◇
鶴
屋
南
北
作
・
合
巻
『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』
（
山
本
平
吉
板
）
の
前
書
き
の
挿
絵

 
（
大
坂
の
貸
座
敷
で
役
者
た
ち
が
五
運
か
ら
話
を
聞
い
て
い
る
図
）
に
、
尾
上

 
菊
五
郎
、
尾
上
菊
次
郎
、
尾
上
松
助
、
松
本
錦
吾
等
と
共
に
文
京
が
記
さ
れ
て

 
い
る
。
「
大
坂
の
宗
匠
五
運
は
『
融
雪
奇
観
』
に
出
て
く
る
、
大
坂
の
素
封
家
の

 
吉
野
五
運
で
、
『
許
多
脚
色
帖
』
の
編
者
で
も
あ
る
。
菊
五
郎
の
贔
屓
で
あ
っ
た

 
の
で
あ
ろ
う
」
（
『
鶴
屋
南
北
全
集
』
第
五
巻
・
解
説
、
一
九
七
一
）
と
の
指
摘

 
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
ぬ
い
も
や
う
つ
い
の
し
ら
な
み

◆
合
巻
『
書
置
殿
人
双
白
渓
』
（
初
編
）
刊
行
。

〈
作
者
〉
尾
上
梅
幸
、
〈
画
工
〉
五
渡
亭
国
貞
、
〈
板
元
〉
丸
屋
甚
八

 
※
初
編
の
み
花
笠
文
京
代
作
。
二
審
は
文
政
十
三
年
刊
で
円
寿
堂
主
人
序
（
作

 
も
か
）
、
画
工
・
面
素
英
泉
。
佐
藤
悟
氏
に
よ
る
解
題
と
影
印
が
備
わ
る
（
『
実

 
践
国
文
学
』
5
4
、
一
九
九
八
・
十
）
。
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近
藤
篤
次
盛
秀
1
1
五
代
目
松
本
幸
四
郎
、
二
月
星
五
郎
・
瓶
三
郎
1
1
七
代
目

市
川
団
十
郎
、
墨
之
助
孝
忠
口
五
代
目
岩
井
半
四
郎
、
お
梅
1
1
三
代
目
岩
井

粂
三
郎
、
花
園
⊥
二
代
目
岩
井
粂
三
郎
、
梶
太
夫
1
1
二
代
目
関
三
十
郎
。

天
保
元
年
庚
寅
（
一
八
三
〇
・
四
十
六
歳
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇
『
江
戸
現
存
名
家
一
覧
』

 
あ
が
る
。

（
刊
年
未
詳
、
天
保
初
年
か
）
「
作
者
」
の
項
に
名
が

天
保
二
年
辛
卯
（
一
八
三
一
・
四
十
七
歳
）

◆
春
『
役
者
風
俗
三
国
志
』
（
画
・
柳
斎
重
春
、
河
内
屋
太
助
他
三
舜
板
）
刊
行
。

◇
十
月
刊
、
松
鰭
一
世
編
『
滑
稽
発
句
類
題
集
』
二
編
（
梅
薫
楼
蔵
板
、
売
宮
所

 
大
阪
塩
屋
喜
助
他
五
騨
、
西
川
信
春
挿
画
）
に
序
並
び
に
校
閲
す
る
（
本
文
末

 
尾
に
「
東
都
四
代
目
川
柳
翁
風
流
庵
社
中
／
素
行
堂
松
島
漫
撰
／
花
笠
外
史
双

 
 
 
ヨ
 

 
枕
閲
」
と
あ
る
）
。

 
 
 
序

 
 
風
の
柳
に
雪
折
な
く
柳
の
風
に
靡
き
し
は
元
祖
川
柳
子
の
口
調
な
り
。
九
十

 
 
余
年
の
今
も
猶
枝
葉
ま
す
く
お
い
茂
り
長
堤
廣
野
に
林
を
な
せ
り
、
切
字

 
 
去
嫌
の
究
屈
な
く
偶
成
の
出
放
題
も
自
一
家
の
風
韻
備
り
て
森
羅
萬
象
を
壷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
つ
る

 
 
中
に
湛
え
、
其
仙
骨
を
獲
者
は
、
句
意
の
は
た
ら
き
自
在
を
な
し
て
、
今
古

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
か
し
み

 
 
の
秀
一
事
々
物
々
、
其
機
に
臨
み
其
場
の
類
辞
ま
の
あ
た
り
見
る
が
如
く
、

 
 
聞
者
絶
倒
せ
ざ
る
事
な
し
、
い
か
な
る
知
識
学
士
で
も
忽
ち
言
下
に
感
嘘
し

 
 
て
、
一
点
の
非
を
打
者
な
き
は
川
柳
点
の
風
調
な
り
、
宜
な
る
哉
人
情
世
態

 
 
を
壷
も
の
、
此
右
に
出
る
事
亡
べ
か
ら
ず
、
前
に
浪
花
に
、
柳
多
留
を
根
分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ち
か
い

 
 
し
て
滑
稽
句
集
と
い
ふ
も
の
あ
り
、
撰
者
頗
培
に
本
題
に
そ
む
け
て
心
置
た

 
 
り
。
書
騨
夫
長
編
を
求
れ
ど
も
未
は
た
さ
ず
、
去
庚
寅
の
冬
東
都
の
松
櫨
風

 
 
士
西
遊
し
て
浪
速
に
杖
を
曳
、
類
題
狂
句
の
選
集
成
す
、
原
来
意
詠
ず
る
物

 
 
に
あ
ら
ね
共
、
一
す
ぢ
に
士
道
を
た
ど
る
初
心
の
為
に
栞
と
せ
ば
、
ひ
と
株

 
 
の
楊
柳
蔭
を
な
さ
ん
事
は
や
く
弓
造
り
肥
す
芽
生
の
種
に
し
て
、
か
ざ
る
詞

 
 
の
花
に
も
恥
ず
、
あ
け
て
い
は
れ
ぬ
筥
柳
、
枝
を
つ
ら
ぬ
く
白
露
の
玉
を
な

 
 
ら
ぶ
る
た
ま
柳
し
だ
れ
柳
の
末
永
く
、
く
り
返
し
く
語
れ
ば
、
み
ど
り
色

 
 
ま
す
風
見
草
、
解
も
結
ぶ
も
句
案
の
達
者
に
至
ら
ん
と
其
青
柳
の
緒
に
し
る

 
 
す

 
 
 
 
誹
風
に
よ
く
靡
ひ
た
る
柳
か
な
 
双
枕

 
 
 
 
双
枕
亭
と
異
名
し
て
芽
を
出
す
作
者
の
さ
し
や
な
ぎ

 
 
 
 
辛
卯
の
春
 
花
笠
外
史
［
文
京
］

 
 
 
 
友
人
 
栞
亭
文
馬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇
素
行
堂
松
鰭
編
『
狂
句
む
め
柳
』
（
大
阪
塩
屋
喜
助
板
）
に
序
す
。

 
 
（
初
編
・
序
）

 
 
狂
句
梅
柳
序

 
 
東
都
の
柳
樽
の
諸
白
を
浪
速
に
積
出
せ
た
る
醇
酎
に
し
て
。
三
国
一
の
美
味

 
 
な
れ
ば
冨
士
見
酒
と
は
命
た
り
。
汲
ど
も
尽
ぬ
狂
句
の
流
行
。
九
献
と
い
ふ

 
 
は
句
の
数
を
。
根
よ
く
つ
い
で
重
ね
給
へ
と
。
取
持
顔
に
進
む
る
は
。
交
り

 
 
ふ
か
き
上
戸
同
士
。
詩
歌
管
絃
の
坐
興
に
も
。
肴
代
り
の
一
唱
三
嘆
。
妙
で

 
 
五
二
の
一
口
よ
り
鼻
を
穿
て
芳
し
け
れ
ば
。
予
も
定
道
の
下
戸
な
が
ら
そ
の

 
 
香
に
酔
て
と
も
く
に
舌
も
ま
は
ら
ぬ
筆
と
り
て
。
チ
ヨ
ト
呑
ぐ
ち
を
ひ
ね

 
 
る
に
な
ん
。

 
 
 
 
花
笠
外
史

 
 
 
 
浪
下
定
連
月
溢
血
寅
十
一
月
二
日
開
巻

 
 
 
 
東
都
川
柳
側
素
行
此
期
雷
雨

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
 

 
岡
田
底
魚
は
「
川
柳
作
家
松
鰹
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
松
鮪
と
文
京
の
関
わ

 
り
に
つ
い
て
、
「
そ
の
（
文
京
の
1
引
用
者
注
）
大
阪
滞
在
中
に
松
館
が
浪
花
に

 
現
わ
れ
た
わ
け
で
、
芝
居
好
き
の
松
鯖
と
も
す
ぐ
近
づ
き
と
な
り
、
「
類
題
集
」
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マ
マ

 
の
仕
事
も
専
問
家
の
松
鮪
に
依
嘱
し
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
花
笠
文
京
は
狂

 
歌
は
よ
く
し
た
が
、
柳
句
の
方
は
門
外
漢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
が
機
縁
で

 
「
町
営
」
に
も
序
文
を
二
度
書
き
、
句
会
に
も
列
席
し
て
い
る
。
」
と
し
て
い

 
る
。
た
だ
し
稿
者
は
、
文
京
の
「
梅
柳
」
へ
の
二
度
目
の
序
文
な
ら
び
に
句
会

 
へ
の
出
席
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
。

◇
二
月
、
鶴
屋
南
北
作
絵
入
根
本
『
於
染
久
松
色
読
販
』
（
河
内
屋
太
助
、
鶴
屋
喜

 
右
衛
門
他
覚
騨
板
。
刊
記
は
天
保
二
年
「
季
秋
」
と
あ
る
）
に
序
す
。

 
 
詩
は
画
の
聲
色
に
し
て
画
は
詩
の
身
振
な
り
と
宜
な
る
哉
、
其
無
声
の
詩
を

 
 
写
し
て
有
声
の
画
を
な
す
も
の
は
、
江
戸
一
流
の
芝
居
役
者
の
似
顔
な
り
、

 
 
頃
日
文
金
堂
の
主
人
世
話
狂
言
の
根
本
を
、
一
部
の
稗
史
給
本
に
嘗
て
梓
行

 
 
す
其
稿
本
は
吾
師
鶴
屋
南
北
が
手
澤
な
り
、
老
人
始
の
名
は
勝
斎
蔵
、
故
人

 
 
魯
風
轍
撫
羅
雁
の
女
を
妻
と
し
、
其
因
を
も
て
南
北
と
名
の
る
、
近
世
江
戸
狂
言

 
 
の
仕
ぐ
み
翁
が
た
め
に
一
雨
す
、
取
分
松
本
幸
四
郎
、
阪
東
三
津
五
郎
、
岩

 
 
井
半
四
郎
、
此
三
人
の
立
者
を
使
役
て
一
時
の
雷
名
、
人
の
耳
目
を
驚
す
、

 
 
此
正
本
も
其
狂
言
中
の
一
な
り
将
其
俳
優
を
呈
す
も
の
は
香
容
櫻
の
主
人
な

 
 
り
例
の
妙
を
画
き
、
其
神
に
せ
ま
り
各
容
貌
に
声
言
て
無
声
の
正
本
に
有
声

 
 
の
下
座
鳴
物
を
添
た
る
が
ご
と
し
、
往
事
夢
に
似
た
り
、
原
町
此
狂
言
を
仕

 
 
ぐ
み
し
と
き
、
塗
師
の
許
に
嘗
て
草
稿
を
校
正
し
、
且
正
本
を
ひ
か
へ
て
稽

 
 
古
し
、
初
日
の
労
も
た
ち
ま
ち
忘
れ
て
、
古
今
の
繁
昌
な
る
は
皆
人
の
し
る

 
 
所
な
り
、
過
し
乙
酉
の
冬
、
僕
尾
上
菊
五
郎
と
〉
も
に
浪
花
に
来
、
阪
町
に

 
 
客
た
る
事
お
も
は
ず
こ
〉
に
年
あ
り
、
此
客
気
成
て
校
合
は
箪
笥
の
手
を
経

 
 
た
り
と
聞
ど
も
予
言
其
人
を
し
ら
ず
、
嵯
此
狂
言
の
案
を
起
し
て
枕
を
砕
き

 
 
し
も
、
今
を
去
こ
と
既
に
十
九
年
作
者
は
亡
師
鶴
屋
南
北
な
り
、
画
工
は
友

 
 
人
歌
川
国
貞
な
り
、
頻
に
故
郷
な
つ
か
し
く
、
懐
旧
に
堪
ず
、
数
行
を
題
し

 
 
て
以
て
序
と
す

 
 
 
在
浪
華
 
花
笠
魯
介
述
［
狂
言
作
者
］
［
文
京
］

 
 
 
山
田
片
輝
書
［
印
］

な
お
、
本
書
に
は
も
う
一
つ
「
天
保
二
盗
食
如
月
」
の
年
誌
を
そ
な
え
る
文
京
の

序
が
あ
り
、
そ
の
末
尾
に
は
「
此
一
章
は
往
る
年
亡
師
南
北
が
著
編
の
序
に
し
る

せ
し
を
。
西
遊
の
後
戸
が
名
を
削
て
蓬
莱
山
人
と
や
ら
自
名
を
加
へ
た
れ
ど
。
戯

作
者
流
の
い
ふ
て
専
な
き
こ
と
な
れ
ば
今
ま
た
こ
〉
に
載
る
の
み
」
と
あ
る
。
右

の
「
亡
師
南
北
が
著
編
」
と
は
文
政
十
一
年
刊
合
巻
『
裾
摸
様
沖
津
白
浪
』
に
該
当
し
、

該
書
は
ほ
ぼ
同
文
の
蓬
莱
山
人
名
義
の
序
を
そ
な
え
る
（
序
の
引
用
は
略
す
）
。

◇
『
猿
莚
狂
句
集
』
（
本
文
末
に
「
天
保
二
年
辛
卯
立
秋
蛇
踊
 
花
笠
外
史
」
と
あ

 
る
）
に
践
す
。

 
 
よ
し
野
竜
田
の
花
紅
葉
は
噂
に
聞
斗
、
須
磨
明
石
の
月
み
ん
こ
と
、
今
年
は

 
 
く
と
思
ふ
の
み
に
て
、
い
つ
し
か
浪
速
に
五
歳
を
重
し
に
、
己
丑
の
夏
お

 
 
も
ひ
か
け
ず
、
東
都
吾
俳
優
の
巨
壁
、
ひ
そ
か
に
林
泉
逸
士
と
異
名
し
つ
、

 
 
言
替
の
秋
ま
で
他
邦
に
在
こ
と
期
年
に
余
れ
り
、
上
中
に
筆
を
染
ざ
る
日
と

 
 
て
も
な
く
、
当
意
即
妙
の
達
嘘
に
、
句
作
り
の
手
強
き
に
は
荒
事
の
家
風
そ

 
 
な
は
り
、
口
合
の
滑
稽
に
は
代
々
の
口
調
連
綿
た
り
、
原
よ
り
一
時
の
座
興

 
 
に
成
れ
る
狂
歌
発
句
の
数
多
け
れ
ど
、
草
稿
と
い
ふ
物
も
な
く
昨
日
の
出
た

 
 
ら
め
意
に
残
さ
ず
、
け
ふ
ハ
今
日
に
て
あ
た
ら
し
く
、
句
案
に
こ
と
は
か
》

 
 
ざ
れ
ど
も
、
後
々
は
自
も
忘
れ
は
て
其
ま
〉
に
柔
な
ん
こ
と
の
耀
け
れ
ば
、

 
 
予
羅
窓
を
訪
毎
に
、
側
よ
り
書
と
ゴ
め
し
も
は
や
一
冊
と
は
成
に
た
り
、
就

 
 
中
三
筋
贔
屓
の
棟
梁
た
る
公
署
宗
匠
と
も
に
一
校
を
加
へ
て
、
席
上
に
か
い

 
 
や
り
捨
た
る
扇
子
短
尺
画
賛
の
類
、
す
べ
て
深
く
ひ
め
置
給
ふ
を
さ
へ
籔
も

 
 
と
め
、
ま
た
は
人
の
口
つ
か
ら
い
ふ
句
を
も
載
た
れ
ば
て
に
は
の
違
も
有
ぬ

 
 
べ
し
、
必
し
も
編
者
の
杜
撰
を
塾
主
に
負
し
玉
ひ
そ
と
、
其
断
を
愛
に
し
る

 
 
す
／
高
浪
華
花
笠
外
史
／
友
人
栞
信
書

 
こ
の
文
面
に
も
あ
る
よ
う
に
、
文
京
の
在
坂
中
の
天
保
元
年
（
庚
寅
）
に
、
七

 
代
目
市
川
団
十
郎
が
高
野
山
参
詣
の
折
に
上
方
に
寄
り
面
会
し
た
ら
し
い
（
魯

 
文
の
注
3
前
掲
記
事
に
も
こ
の
事
に
触
れ
る
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇
十
一
月
『
市
村
座
顔
見
世
番
付
』
に
名
が
あ
が
る
が
出
勤
せ
ず
か
。
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◇
こ
の
頃
、
文
京
が
上
方
で
「
本
読
会
」
を
計
画
し
て
い
た
こ
と
が
西
沢
一
鳳
軒

 
 
 
 
 
（
7
）

 
『
伝
奇
墨
書
』
初
編
（
天
保
十
四
年
成
立
）
下
の
巻
「
西
沢
一
鳳
軒
が
傳
」
に

 
見
え
る
。

 
 
天
保
の
始
の
頃
東
都
戯
作
者
花
笠
魯
助
浪
華
に
来
り
催
主
と
な
っ
て
一
泉

 
 
懇
藍
真
㎎
強
金
澤
龍
玉
穂
等
と
共
に
本
讃
會
を
せ
ん
と
謀
り
し
も
魯
助
魏
は
東

 
 
都
に
蹄
り
梅
玉
一
泉
も
故
人
と
な
り
書
瓶
と
は
な
れ
り
け
る

 
省
略
す
る
が
、
こ
の
後
に
「
新
狂
言
月
並
本
讃
會
」
と
題
さ
れ
、
「
判
者
西
沢
一

 
鳳
軒
」
「
助
聲
奈
河
一
泉
堂
」
「
催
主
／
金
澤
龍
玉
／
花
笠
魯
助
」
と
さ
れ
た
摺

 
物
の
写
し
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

天
保
三
年
壬
辰
（
一
八
三
二
・
四
十
八
歳
）

◇
十
一
月
十
六
日
、

 
る
）
。

江
戸
へ
帰
る
（
『
渡
世
肝
要
記
』
三
編
下
巻
の
記
述
に
よ

【
注
】

（
1
）
『
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
』
6
（
一
九
九
〇
・
十
二
）
。

（
2
）
『
近
世
人
名
録
集
成
』
（
勉
誠
社
、
一
九
七
六
）
に
よ
る
。

（
3
）
魯
文
は
、
「
仮
文
記
珍
報
」
中
「
狂
言
作
者
滑
稽
伝
」
花
笠
魯
介
の
回
（
『
歌

 
 
舞
伎
新
報
』
五
四
四
・
五
四
七
号
、
一
八
八
五
・
五
・
十
六
、
二
十
）
で
、

 
 
文
京
が
在
坂
中
、
「
妻
の
内
業
に
堀
江
の
地
に
犯
屋
を
開
店
し
て
双
枕
亭
と
家

 
 
号
す
」
と
し
て
い
る
が
こ
の
事
実
は
未
詳
。

（
4
）
引
用
は
未
刊
雑
俳
資
料
十
七
期
1
1
に
よ
る
。

（
5
）
『
江
戸
文
学
新
誌
』
5
（
一
九
六
一
・
五
）
。

（
6
）
古
井
戸
秀
夫
氏
は
「
天
保
二
年
十
一
月
、
久
方
ぶ
り
で
大
坂
か
ら
、
菊
五
郎

 
 
の
市
村
座
に
出
勤
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
文
京
こ
と
花
笠
魯
助
は
、
結
局

 
 
 
マ
マ

 
 
出
つ
じ
ま
い
に
お
わ
っ
て
い
る
」
（
「
鶴
屋
南
北
（
一
）
」
『
近
世
文
芸
研
究
と

 
 
評
論
』
2
0
、
一
九
八
↓
・
六
）
と
指
摘
す
る
が
、

（
7
）
引
用
は
、
『
新
群
書
類
従
』
1
（
国
書
刊
行
会
、

急
追
未
確
認
。

一
九
〇
六
）
に
よ
る
。

 
 
（
日
本
近
世
文
学
）
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